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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 3月 22日 (2007.3.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 未 定 着 ト ナ ー 像 を 形 成 し た 記 録 材 を 加 圧 、 加 熱 す る こ と に よ り 、 該 未 定 着 ト ナ ー 像 を 定
着 画 像 と し て 記 録 材 に 定 着 さ せ る 定 着 部 材 で あ っ て 、
　 少 な く と も 基 材 と 、 弾 性 層 と 、 表 層 と を 有 し 、
（ １ ） 該 弾 性 層 は 熱 伝 導 性 フ ィ ラ ー を 含 み 、 該 弾 性 層 の 厚 み 方 向 断 面 に お け る 熱 伝 導 性 フ
ィ ラ ー の 面 積 率 が ３ ０ ～ ６ ５ ％ で あ り 、
（ ２ ） 該 熱 伝 導 性 フ ィ ラ ー の 粒 子 径 に 対 す る 体 積 基 準 の 頻 度 分 布 曲 線 に お い て ２ つ の ピ ー
ク を 有 し 、
（ ３ ） 該 ２ つ の ピ ー ク と な る 粒 子 径 の う ち 小 さ い 方 の 粒 子 径 ｄ ｐ １ と 大 き い 方 の 粒 子 径 ｄ
ｐ ２ と の 比 ｄ ｐ １ ／ ｄ ｐ ２ が 、 ０ ． ０ ６ ～ ０ ． ５ で あ り 、
（ ４ ） 前 記 弾 性 層 は マ ト リ ッ ク ス 材 料 と し て 付 加 反 応 型 シ リ コ ー ン ゴ ム
を 含 有 し 、
（ ５ ） 該 弾 性 層 の 温 度 １ ８ ０ ℃ 、 振 幅 １ ０ μ ｍ 、 振 動 数 １ Ｈ ｚ で の 動 的 粘 弾 性 測 定 に お け
る ｔ ａ ｎ δ が ０ ． ０ ６ ～ ０ ． ２ で あ る こ と を 特 徴 と す る 定 着 部 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 頻 度 分 布 曲 線 に お け る 粒 子 径 ｄ ｐ １ で の 頻 度 値 ｈ ｐ １ と 、 該 粒 子 径 ｄ ｐ ２ で の 頻 度
値 ｈ ｐ ２ の 比 ｈ ｐ １ ／ ｈ ｐ ２ が ０ ． １ ～ ３ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 定 着 部
材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ｈ ｐ １ ／ ｈ ｐ ２ が 、 ０ ． ２ ～ １ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 定 着 部 材 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 熱 伝 導 性 フ ィ ラ ー が 、 無 機 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か １ 項 に
記 載 の 定 着 部 材 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 熱 伝 導 性 フ ィ ラ ー の 熱 伝 導 率 が 、 １ ０ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ～ ４ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 定 着 部 材 。
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【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 弾 性 層 の 厚 み が 、 １ ０ ０ ～ ２ ５ ０ ０ μ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の 何
れ か １ 項 に 記 載 の 定 着 部 材 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 表 層 が フ ッ 素 樹 脂 を 含 有 し 、 且 つ 、 該 表 層 の 厚 み が ５ ～ ５ ０ μ ｍ で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 定 着 部 材 。
【 請 求 項 ８ 】
　

【 請 求 項 ９ 】
　

【 請 求 項 １ ０ 】
　

　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 に 鑑 み 本 発 明 は 以 下 の 構 成 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。 す な わ ち 、 本 発 明 は 未
定 着 ト ナ ー 像 を 形 成 し た 記 録 材 を 加 圧 、 加 熱 す る こ と に よ り 、 該 未 定 着 ト ナ ー 像 を 定 着 画
像 と し て 記 録 材 に 定 着 さ せ る 定 着 部 材 で あ っ て 、
　 少 な く と も 基 材 と 、 弾 性 層 と 、 表 層 と を 有 し 、
（ １ ） 該 弾 性 層 は 熱 伝 導 性 フ ィ ラ ー を 含 み 、 該 弾 性 層 の 厚 み 方 向 断 面 に お け る 熱 伝 導 性 フ
ィ ラ ー の 面 積 率 が ３ ０ ～ ６ ５ ％ で あ り 、
（ ２ ） 該 熱 伝 導 性 フ ィ ラ ー の 粒 子 径 に 対 す る 体 積 基 準 の 頻 度 分 布 曲 線 に お い て ２ つ の ピ ー
ク を 有 し 、
（ ３ ） 該 ２ つ の ピ ー ク と な る 粒 子 径 の う ち 小 さ い 方 の 粒 子 径 ｄ ｐ １ と 大 き い 方 の 粒 子 径 ｄ
ｐ ２ と の 比 ｄ ｐ １ ／ ｄ ｐ ２ が 、 ０ ． ０ ６ ～ ０ ． ５ で あ り 、
（ ４ ） 前 記 弾 性 層 は マ ト リ ッ ク ス 材 料 と し て 付 加 反 応 型 シ リ コ ー ン ゴ ム
を 含 有 し 、
（ ５ ） 該 弾 性 層 の 温 度 １ ８ ０ ℃ 、 振 幅 １ ０ μ ｍ 、 振 動 数 １ Ｈ ｚ で の 動 的 粘 弾 性 測 定 に お け
る ｔ ａ ｎ δ が ０ ． ０ ６ ～ ０ ． ２ で あ る こ と を 特 徴 と す る 定 着 部 材 に 関 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 弾 性 層 の ｔ ａ ｎ δ は 、 動 的 粘 弾 性 測 定 装 置 （ Ｄ Ｖ Ｅ レ オ メ ー タ 、 株 式 会 社 レ オ ロ
ジ ー 製 ） に よ り 、 圧 縮 冶 具 を 用 い 熱 伝 導 率 測 定 と 硬 度 測 定 に 用 い た の と 同 じ サ ン プ ル 形 状
の も の を 測 定 し た 。 測 定 条 件 は 、 １ ８ ０ ℃ の 環 境 下 で 、 １ ０ μ ｍ の 正 弦 歪 み 波 を

１ Ｈ ｚ で 与 え た と き の 動 的 応 答 か ら ｔ ａ ｎ δ 値 を 得 た 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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前 記 ｄ ｐ １ が ０ ． ６ ～ ３ ５ μ ｍ の 範 囲 に あ り 、 前 記 ｄ ｐ ２ が １ ０ ～ ７ ０ μ ｍ の 範 囲 に あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 定 着 部 材 。

前 記 ｄ ｐ １ が ３ ． ７ ～ ６ ． ０ μ ｍ の 範 囲 に あ り 、 前 記 ｄ ｐ ２ が １ ２ ～ ６ ３ μ ｍ の 範 囲 に
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 定 着 部 材 。

少 な く と も 定 着 部 材 と 、 加 圧 部 材 と に よ り ニ ッ プ 部 を 形 成 し 、 未 定 着 ト ナ ー 像 が 形 成 さ
れ た 記 録 材 を 該 ニ ッ プ 部 に お い て 加 圧 、 加 熱 す る こ と に よ り 、 該 未 定 着 ト ナ ー 像 を 定 着 画
像 と し て 記 録 材 に 定 着 さ せ る 定 着 装 置 で あ っ て 、

該 定 着 部 材 が 請 求 項 １ ～ ９ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 定 着 部 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 定 着
装 置 。
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の 弾 性 層 の 熱 伝 導 率 は 、 １ ． ０ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ で あ っ た 。 本 実 施 例 の 弾 性 層 の 硬 度 は １ ０
で あ り 、 実 施 例 ３ に 対 す る 低 硬 度 化 効 果 は － ６ 、 実 施 例 ４ に 対 す る 低 硬 度 化 効 果 は － ５ で
あ り 、 本 発 明 の 効 果 が 実 証 さ れ た 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 以 上 の 結 果 か ら 、 実 施 例 ５ は 、 よ り 好 ま し く 本 発 明 を 実 施 で き る こ と を 検 証 で き た 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ［ 比 較 例 ４ ］
　 比 較 例 ４ と し て 、 実 施 例 の 配 合 材 料 の う ち シ リ コ ー ン ゴ ム 原 液 １ と フ ィ ラ ー １ の み を
選 択 し 、 体 積 比 と し て 、 シ リ コ ー ン ゴ ム 原 液 １ ： フ ィ ラ ー １ を 、 ６ ０ ： ４ ０ の 割 合 で 配 合
し 、 弾 性 層 形 成 用 材 料 を 得 て 、 定 着 部 材 を 成 形 し た 。 こ の 弾 性 層 中 の フ ィ ラ ー の 面 積 率 と
粒 子 径 に 対 す る 体 積 基 準 の 頻 度 分 布 曲 線 の ピ ー ク の 粒 子 径 を 表 ２ に 示 し た 。 こ の 弾 性 層 の
熱 伝 導 率 は 、 ０ ． ７ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ で あ っ た 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ［ 実 施 例 ］
　 本 発 明 の う ち 、 面 積 基 準 の フ ィ ラ ー の 面 積 率 の 寄 与 を 確 認 す る た め 、 具 体 的 な 実 施 例
と し て 、 体 積 比 で シ リ コ ー ン ゴ ム 原 液 １ ： フ ィ ラ ー １ ： フ ィ ラ ー ３ を 、 ４ ０ ： １ ８ ： ４ ２
と す る 以 外 は 実 施 例 と 同 じ 条 件 で 弾 性 層 形 成 用 材 料 を 得 て 、 定 着 部 材 を 成 形 し た 。 こ の
弾 性 層 中 の フ ィ ラ ー の 面 積 率 と 粒 子 径 に 対 す る 体 積 基 準 の 頻 度 分 布 曲 線 の ピ ー ク の 粒 子 径
を 表 １ に 示 し た 。
こ の 弾 性 層 の 熱 伝 導 率 は 、 １ ． ５ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ で あ っ た 。 本 実 施 例 の 弾 性 層 の 硬 度 の 比 較 例
５ に 対 す る 低 硬 度 化 効 果 は － ２ １ で あ り 、 本 発 明 の 効 果 が 実 証 さ れ た 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ［ 比 較 例 ５ ］
　 実 施 例 ６ に 対 し て 比 較 す べ き 具 体 的 な 比 較 例 ５ と し て 、 実 施 例 の 配 合 材 料 の う ち シ リ
コ ー ン ゴ ム 原 液 １ と フ ィ ラ ー １ の み を 選 択 し 、 体 積 比 と し て 、 シ リ コ ー ン ゴ ム 原 液 １ ： フ
ィ ラ ー １ を 、 ４ ０ ： ６ ０ の 割 合 で 配 合 し 、 弾 性 層 形 成 用 材 料 を 得 て 、 定 着 部 材 を 成 形 し た
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。 こ の 弾 性 層 中 の フ ィ ラ ー の 面 積 率 と 粒 子 径 に 対 す る 体 積 基 準 の 頻 度 分 布 曲 線 の ピ ー ク の
粒 子 径 を 表 ２ に 示 し た 。 こ の 弾 性 層 の 熱 伝 導 率 は 、 １ ． ５ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ で あ っ た 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 以 上 の 結 果 か ら 、 実 施 例 ７ は 低 硬 度 化 と い う 本 発 明 実 施 の 効 果 を 発 揮 し て お り 、 フ
ィ ラ ー の 面 積 率 が 大 き い ほ ど 、 言 い 換 え る な ら 熱 伝 導 率 を 高 く し よ う と す る ほ ど 、 本 発 明
の 低 硬 度 化 の 効 果 は 高 く 発 揮 さ れ る の で あ る 。 よ っ て 、 本 発 明 は 、 本 実 施 例 で 例 示 さ れ て
い る 面 積 率 の 範 囲 で 効 果 的 に 実 施 で き る こ と が 検 証 で き た 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ［ 比 較 例 ８ ］
　 本 発 明 の う ち 、 ｔ ａ ｎ δ 限 定 の 効 果 を 検 証 す る た め 、 実 施 例 に 対 し て 比 較 す べ き 具 体
的 な 比 較 例 ８ と し て 、 比 較 例 ５ の 配 合 材 料 の う ち 、 シ リ コ ー ン ゴ ム 原 液 １ に つ い て 、 最 終
的 な 弾 性 層 と し て の 硬 度 が 実 施 例 の 弾 性 層 と 同 じ 硬 度 に な る よ う に Ａ 液 、 Ｂ 液 の 配 合 比
を 調 整 し 、 そ れ 以 外 の 成 分 は 比 較 例 ５ と 同 じ 配 合 を し て 弾 性 層 形 成 用 形 成 材 料 を 得 て 、 定
着 部 材 を 成 形 し た 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 以 上 の 配 合 に よ り 得 ら れ た 弾 性 層 の ｔ ａ ｎ δ を 測 定 し た 結 果 、 実 施 例 ５ の 弾 性 層 ： ｔ ａ
ｎ δ ＝ ０ ． １ １ 、 実 施 例 の 弾 性 層 ： ｔ ａ ｎ δ ＝ ０ ． １ ６ 、 比 較 例 ７ の 弾 性 層 ： ｔ ａ ｎ δ
＝ ０ ． ２ ３ 、 比 較 例 ８ の 弾 性 層 ： ｔ ａ ｎ δ ＝ ０ ． ２ ２ と い う 結 果 が 得 ら れ た 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ［ 実 施 例 ］
　 熱 伝 導 性 フ ィ ラ ー と し て 、 平 均 粒 子 径 が ４ μ ｍ （ フ ィ ラ ー ４ ； 昭 和 電 工 株 式 会 社 製 ） と
、 フ ィ ラ ー ３ の 球 状 ア ル ミ ナ を 用 い た 。 こ れ ら の フ ィ ラ ー ４ 及 び ３ は 、 粒 子 径 の 体 積 基 準
の 頻 度 分 布 曲 線 に つ い て そ れ ぞ れ ４ μ ｍ と １ ２ μ ｍ に ピ ー ク を 有 す る た め 、 こ れ ら の フ ィ
ラ ー ４ 及 び ３ を 用 い て 成 形 さ れ た 弾 性 層 は 、 粒 子 径 の 頻 度 分 布 曲 線 に お い て ２ つ の ピ ー ク
を 有 し て い る 。 こ れ ら の フ ィ ラ ー を 用 い て 体 積 比 と し て 、 シ リ コ ー ン ゴ ム 原 液 １ ： フ ィ ラ
ー ４ ： フ ィ ラ ー ３ を 、 ５ ０ ： １ ５ ： ３ ５ と す る 以 外 は 実 施 例 １ と 同 じ 条 件 で 弾 性 層 形 成 用
材 料 を 得 て 、 定 着 部 材 を 成 形 し た 。 こ の 弾 性 層 中 の フ ィ ラ ー の 面 積 率 と 粒 子 径 に 対 す る 体
積 基 準 の 頻 度 分 布 曲 線 の ピ ー ク の 粒 子 径 を 表 １ に 示 し た 。
ま た 、 こ の 弾 性 層 の 熱 伝 導 率 は 、 １ ． １ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ で あ っ た 。 本 実 施 例 の 弾 性 層 の 硬 度 は
２ ４ で あ り 、 比 較 例 ３ に 対 す る 低 硬 度 化 効 果 は － ８ で あ り 、 本 発 明 の 効 果 が 実 証 さ れ た 。
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【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ［ 実 施 例 ］
　 体 積 比 で シ リ コ ー ン ゴ ム 原 液 １ ： フ ィ ラ ー １ ： フ ィ ラ ー ３ を 、 ７ ０ ： ９ ： ２ １ と す る 以
外 は 実 施 例 ５ と 同 じ 条 件 で 弾 性 層 形 成 用 材 料 を 得 て 、 定 着 部 材 を 成 形 し た 。 こ の 弾 性 層 中
の フ ィ ラ ー の 面 積 率 と 粒 子 径 に 対 す る 体 積 基 準 の 頻 度 分 布 曲 線 の ピ ー ク の 粒 子 径 を 表 １ に
示 し た 。
こ の 弾 性 層 の 熱 伝 導 率 は 、 ０ ． ５ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ で あ っ た 。 後 述 す る 比 較 例 ９ か ら の 低 硬 度 化
効 果 は ６ で あ っ た 。 ま た 、 ｔ ａ ｎ δ ＝ ０ ． ０ ６ で あ っ た 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ［ 比 較 例 ９ ］
　 弾 性 層 形 成 用 材 料 と し て シ リ コ ー ン ゴ ム 原 液 １ と フ ィ ラ ー １ の み を 用 い 、 体 積 比 で シ リ
コ ー ン ゴ ム 原 液 １ ： フ ィ ラ ー １ を ７ ０ ： ３ ０ と す る 以 外 は 実 施 例 と 同 じ 条 件 で 弾 性 層 形
成 用 材 料 を 得 て 、 定 着 部 材 を 成 形 し た 。 こ の 弾 性 層 中 の フ ィ ラ ー の 面 積 率 と 粒 子 径 に 対 す
る 体 積 基 準 の 頻 度 分 布 曲 線 の ピ ー ク の 粒 子 径 を 表 ２ に 示 し た 。 ま た 、 こ の 弾 性 層 の 熱 伝 導
率 は 、 ０ ． ５ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ で あ っ た 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ［ 実 施 例 ］
　 体 積 比 で シ リ コ ー ン ゴ ム 原 液 １ ： フ ィ ラ ー １ ： フ ィ ラ ー ３ を 、 ３ ５ ： ２ ０ ： ４ ５ と す る
以 外 は 実 施 例 ５ と 同 じ 条 件 で 弾 性 層 形 成 用 材 料 を 得 て 、 定 着 部 材 を 成 形 し た 。 こ の 弾 性 層
中 の フ ィ ラ ー の 面 積 率 と 粒 子 径 に 対 す る 体 積 基 準 の 頻 度 分 布 曲 線 の ピ ー ク の 粒 子 径 を 表 １
に 示 し た 。
こ の 弾 性 層 の 熱 伝 導 率 は 、 １ ． ８ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ で あ っ た 。 ま た 、 ｔ ａ ｎ δ ＝ ０ ． ２ で あ っ た
。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ［ 比 較 例 １ ０ ］
　 弾 性 層 形 成 用 材 料 と し て シ リ コ ー ン ゴ ム 原 液 １ と フ ィ ラ ー １ の み を 用 い 、 体 積 比 で シ リ
コ ー ン ゴ ム 原 液 １ ： フ ィ ラ ー １ を ３ ５ ： ６ ５ と す る 以 外 は 実 施 例 と 同 じ 条 件 で 弾 性 層 形
成 用 材 料 を 得 た が 高 粘 度 化 し た た め 、 弾 性 層 の 混 合 、 成 形 を 行 う こ と が で き な か っ た 。
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 通 紙 の 結 果 、 実 施 例 １ ～ の 定 着 部 材 を 用 い た 場 合 に は 、 ト ナ ー 定 着 後 の 記 録 材 は 光 沢
が 程 よ く 高 く 、 か つ 、 均 一 な 光 沢 が 得 ら れ 満 足 の 行 く も の で あ っ た （ 表 １ ） 。 一 方 で 、 比
較 例 １ ～ ８ の 定 着 部 材 を 用 い た 場 合 に は 、 ト ナ ー 定 着 後 の 記 録 材 は 通 紙 方 向 の 横 方 向 に ス
ジ と し て の 光 沢 ム ラ が 確 認 さ れ た （ 表 ２ ） 。 こ れ は 、 比 較 例 の 定 着 部 材 弾 性 層 の 弾 性 回 復
が 間 に 合 わ ず に ロ ー ラ 上 に 弾 性 層 の 圧 縮 ス ジ が 放 置 時 の ニ ッ プ 部 位 に 生 じ 、 こ れ が 画 像 に
反 映 さ れ て し ま っ た も の と 予 想 さ れ る 。 す な わ ち 、 弾 性 回 復 の 目 安 は ｔ ａ ｎ δ で 説 明 で き
、 本 発 明 の 実 施 範 囲 は 良 好 な 画 像 を 得 る た め に 必 要 な も の で あ る こ と が 確 認 さ れ た 。
【 手 続 補 正 １ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
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【 表 １ 】
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